







































































































4. ケーススタディ (1)― 授受表現の教え方
4.1. 日本語の授受表現の特殊性
日本語文法の中で世界的に見てもっとも特殊で複雑なものは「授受表現」であろう。その特殊性は、




なる動詞に「くれる」と「あげる」の 2つがあることである。「くれる」は「誰かが話し手 (私 ) に与










Give Receive Give Receive
　 あげる くれる もらう てあげる てくれる てもらう
１ 日本語(東京語など) Ｘ Ｙ Ｚ Ｘ Ｙ Ｚ
２ カザフ語 Ｘ Ｚ Ｘ Ｚ
３ モンゴル語 Ｘ Ｚ Ｘ 特別な語形
４ 朝鮮語　ヒンディ語 Ｘ Ｚ Ｘ
５ 英語 Ｘ Ｚ









求心的 Give I give s.o.
遠心的 Give
I receive






視点 (私 ) 与え手 受け手
上向き待遇 さしあげる くださる いただく























全数 授受以外 本動詞 補助動詞
350 272 あげる (遠心的 Give) 14 64
582 2 くれる (求心的 Give) 19 561



















































うこと」)の主体が一人称であり、主語がその一人称に限定される文末 (モダリティ )表現「～たい (願
望 )・～よう (意志・勧誘 )・～てもいいですか (許可求め )」などを伴う場合、「～てもらう」がどう
しても必要で、動作の仕手を主語とする「～てくれる」によって表現することはできない。また「先生
に教えてもらってください」「友達に書いてもらってもいいですよ」のように、受け手動作の主体が二
人称であり、主語がその二人称に限定される文末 (モダリティ )表現「～てください (依頼 )・～ても







































































移動の方向・到着点の他、存在場所 (教室にいる、机の上にある )、時間 (6 時に起きる )、移動の目的
















連用 大学へ行く／大学に行く 可 可
連体 友達への手紙 可 不可
終止１(引用の 「と」 ) 次から次へと／西へ西へと 可 不可
終止２(文末 ) お母さんへ 可 まれに出現
そして、もう一つ、「へ」と「に」の相違を学べるケースとして、表４の「終止２」の場合を見てみたい。
「終止２」は、文がそこで終了する場合で、例えば、短い手紙・メッセージや掲示物の読み手を示す場








（3）	日中　この先へ　平和友好条約 40 年	 ( 日本経済新聞 2018 年 10 月 23 日朝刊 )




（5）	スバル、大規模リコールへ　	 	 ( 朝日新聞 2018 年 10 月 25 日朝刊 )
（6）	「脱・現金」へ	 	 	 ( 日本経済新聞 2018 年 10 月 25 日朝刊 )
（7）	ジャカルタ３空港体制へ	 	 ( 日本経済新聞 2018 年 10 月 25 日朝刊 )
（8）	日ロ、経済活動を協議へ　	 	 ( 日本経済新聞 2018 年 10 月 26 日朝刊 )	
いずれも、近い将来に起こる出来事を示す新聞一面記事にふさわしい内容を表わしている。例え




（9）	総合取引所へ協議　日本取引所と東商取 (日本経済新聞 2018 年 10 月 23 日朝刊 )	
一方で、新聞１面には、次のような「に」で終わる見出しも見られる。
（10）	日本の大学成果　米企業に	 	 ( 日本経済新聞 2018 年 10 月 23 日朝刊 )
（11）	ガソリン高騰、160 円台に　	 	 ( 朝日新聞 2018 年 10 月 25 日朝刊 )
（12）	エンジン域内生産　義務に	 	 ( 日本経済新聞 2018 年 10 月 26 日朝刊 )	
だが、両者には大きな違いがある。「に」が用いられているこの３記事の内容を見てみると、いず
れも「近い将来に起こる出来事」ではなく、「既に起こってしまったこと」について書かれた記事なの







義務付けていることが分かった。」「3カ国は 9 月 30 日、北米自由貿易協定 (NAFTA) を見直して、新
たな協定を結ぶことで合意。」という記事が続くことから、9月30日にすでに義務化が合意されていたが、
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Japanese Language and Japanese Grammar Teaching in 
Multicultural and Multilingual society
Naoko MAEDA
(Gakushuin University)
The aim of this paper is to consider how to teach Japanese grammar to the learners who have var-
ious backgrounds in multicultural and multilingual society.  The most important thing for the teachers is to 
know the learners’ needs and target level of Japanese language and to offer them their necessary informa-
tion. This paper shows two examples: Giving and receiving expression and particle e and ni that express 
the arrival point of the motion. First, both of Japanese kureru (give) and morau (receive) express that the 
speaker gets something but morau has priority as a main verb and kureru as an auxiliary verb te-kureru. 
The particle e and ni have almost the same meaning but their essential meanings are slightly different. 
To learn this difference would be useful and stimulate the intellectual curiosity for the learners of the 
advanced level, who would read the newspapers, for example.
